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【２０２３年度セミナー開催報告】

令和５年

　

第４１回被服衛生学セミナー

　　

～ 新たな気づきと意識改革 ～

芝崎学

奈良女子大学工学部

はじめに

　

第 ４１ 回被服衛生学セミナーは『新たな気づき

と意識改革』を全体のテーマとし、 令和５年８月

２２日（火）２３日（水）に、奈良女子大学で開催い

たしました。 新型コロナのために昨年度までオン

ラインセミナーでの開催でしたが、３ 年ぶりに対

面式で開催しました。 安心してご参加いただくこ

とができるよう準備したのですが、 運営側に体調

不良者が出てご心配をおかけしましたことをお詫

びいたしますとともに、 多数の励ましのお言葉を

いただきましたことに心より感謝申し上げます。

セミナーの概要

　

セミナーは奈良女子大学の記念館講堂と ＤＭＧ

ＭＯＲＩ棟で実施しました。 本セミナーは （一社） 日

本家政学会活動助成を受けており、 その趣旨に基

づき１日目の講演を一般公開として無料で公開し

ました。 参加者は３６名で、 一般の方１３名、 日本

家政学会員２３名 （うち被服衛生学部会員２１名）

でした。１日目に公開シンポジウムを開催し、２日

目にワークショップを実施しました。

　

プログラムは以下の通りです。

１） 日程

８月 ２２日 （火）

１２：００～１３：００

　

受付 （記念館）

１３：００～１３：１０

　

開会挨拶

１３：１０～１５：５０ 公開シンポジウム 『被服ととも

に生活する～新たな気づきと意識改革～』

１３：１０～１３：５５

　　

講演 １『種々の衣服着用によ

る温熱生理学的な変化』
講師 平田耕造 氏（神戸女子大学名誉教授）

１３：５５～１４：４０

　　

講演２ 『衣服内の 「蒸れ」 に

影響を及ぼす布の性質とその人体生理への影響』

講師 諸岡晴美 氏（京都女子大学教授）
１４：４０～１５：２５

　　

講演３ 『生体防御システムと

しての弾みとその破綻による知覚異常』

講師 高浪景子 氏（奈良女子大学准教授）
１５：２５～１５：５０ 総合討論２５分間

１５：５０～１６：００

　　

休憩

１６：００～１６：４５

　　

企画講座説明

　

『インクルー

シブデザイン～ “新たな気づき” の見つけ方』

講師 ジュリア

　

カセム 氏 （京都工芸繊維大学特

　　　　　　　　　　　　　　　

任 教授）

講師 ライラ

　

カセム 氏 （奈良女子大学寄附講座

　　　　　　　　　　　　　　　　

准教授）

１６：４５～１７：００

　　

記念撮影

１７：００～１７：４５

　　

総会

１８：３０～２１：００

　　

懇親会

８月 ２３日 （水）

８：３０～９：００

　　　

受付 （ＤＭＧＭＯＲＩ棟）

９：００～１２：１５ ワーク ショ ッ プ 『イ ンク ルー

シブデザイ ン～ “新たな気づき” の見つけ方』

９：００～９：３０

　　　

ファ シリテレター ・デザイ ン

パ←トナー

　

挨拶・紹介

９：３０～１０：１５

　　　

グルトプワーク １

１０：１５～１０：３０

　　

コ ンセ プ トと プ レゼン準備

１０：３０～１０：４５

　　

第１次 プ レゼ ンテ ー ショ ン

１０：４５～１１：４５ グルー プワーク １工

１１：４５～１２：００

　　

第２次プレゼンテーション

１２：００～１２：１５

　　　

まと め

１２：１５～１２：２０

　　

閉会挨拶

岡本株式会社訪問
１２：４０～１３：３０

　　

バス移動

１３：３０～１６：００

　　

社内ツアー

１６：００～１６：３０ 質疑応答・まとめ

１７：００

　　

解散

　

（最寄りの駅までバス移動）

２） 公開シンポジウム

　

平田耕造氏より 「種々の衣服着用による温熱生

理学的な変化」 として、 衣服着用が人体にどのよ

うに影響するのか、 被服衛生学に関連する生理反

応を温熱生理学の視点からご講演いただきまし
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プロトタイプを製作しました。た。

　

諸岡晴美氏より 「衣服内の 「蒸れ」 に影響を及

ぼす布の性質とその人体生理への影響」 として、
布の性質が蒸散性熱放散 （汗・不感蒸散） にどの

ように影響するのか、 素材の特性から生体への影

響についてご講演いただきました。

　

高浪景子氏より 「生体防御システムとしての拝

みとその破綻による知覚異常」 として、 衣服の皮

膚接触によって誘発される厚みについて、 岸みの

伝達機構や修飾因子、脳との関連についてご講演

いただきました。
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３） ワーク ショ ップ

２

　

日目は、 インクルーシブデザイ ンの実践編と

して被服系のワークショップを開催しました。 前

日にインクルーシブデザインに関する第一人者と

してロイヤル・カレッジ・オブ・アートで活躍さ

れたジュリア

　

カセム氏と、住友電工グループ社会

貢献基金寄附講座でインクルーシブデザインを展

開するライラ

　

カセム氏から「インクルーシブデザ

イ ン～ “新たな気づき” の見つけ方」 として、 イ

ンクルーシブデザイ ンの概要と２日目の展開につ

いて解説がありました。２

　

日目はデザインパート

ナーとして、 脊損と頭損のアスリート２名と元ア

スリート１名、 視覚障害者２名、 高齢警備員１名

を招略し、グループワークを通じて課題を探索し、

そのアイデアから一般性を有する服飾デザインの
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４） 見学会

　

閉会後に恒例の施設見学として、革化ド産業の盛

んな奈良県広陵町の岡本株式会社へ訪問しまし

た。会社概要説明の後、２班に分かれて、工場・実

験室・工房を見学し、 同社の研究者との交流会を

実施しました。

おわりに

今回は３年ぶりの対面で夏季セミナーを実施し

ました。 感染の懸念もあり、 これまでの対面開催

よりも参加者数は少なかったです。 運営側は細心

の注意を心掛けていましたが、 完壁な感染対策は

難しいと実感しました。 ご不安を与えてしまった

ことを再度お詫び申し上げます。
そのような状況下でもシンポジス トによる素

晴らしいライブ感のある講演によって学ぶことの

喜びを実感できたことに感謝いたします。 また、
参加者の皆様の積極的なワ←クショップでの活動

が対面で意見を交換することの重要性を再認識す

ることができました。

　

最後になりましたが、 ご参加くださいました多

くの皆様方、 本セミナーの運営にご協力いただき

ました部会長・副部会長・部会計・企画委員・実

行委員の先生方に心より感謝申し上げます。

第４１回被服衛生学セミナー実行委員

（関西地区担当）

実行委員長：芝崎

　

学 （奈良女子大学）

実行委員：

　

諸岡晴美 （京都女子大学）

永井由美子（大阪教育大学）
深沢大香子（京都教育大学）
坂下理穂（大阪成膜短期大学）

企画委員：

　

佐藤真理子 （文化学園大学）

典倉弘子（滋賀大学）
小野寺美和（甲南女子大学）

＜連絡先＞

〒６３０‐８５０６ 奈良県奈良市北魚屋西町

奈良女子大学工学部

　

芝－１密

　

学

ＴＥー一：０７４２‐２０－３９９２（研究室直通）

Ｅメ ー ル ：ｓｈｉｂａ＠ｃｃ．ｎａｒａ－、Ｗ．ａｃ．ＪＰ

ｌｏ


